
柴
崎
茂
光
編
著
『
林
業
遺
産
へ
行
こ
う　

自
然
の
力
を
活
か
す
、
昔
の
知
恵
を
再
発
見
』

一
八
七

〔
新
刊
紹
介
〕

柴
崎
茂
光
編
著
『
林
業
遺
産
へ
行
こ
う
　
自
然
の
力
を
活
か
す
、
昔
の
知
恵
を
再
発
見
』

日
本
森
林
学
会
は
、
学
会
設
立
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
二
〇
一
三
年
度
に
林
業
遺

産
選
定
制
度
を
開
始
し
、
二
〇
二
三
年
度
ま
で
に
五
一
か
所
の
林
業
遺
産
を
認
定
し
て

い
る
。
制
度
開
始
か
ら
一
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
現
在
の
林
業
遺
産
を
あ
ら
た
め
て
紹

介
し
た
の
が
本
書
で
あ
ろ
う
。

林
業
遺
産
と
は
何
か
。
本
書
で
は
、
林
業
を
「
山
と
の
か
か
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、

木
材
・
薪
炭
材
・
動
植
物
・
楽
し
み（
畏
れ
）と
い
っ
た
山
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
を

受
け
る
活
動
や
、
山
地
災
害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
行
う
活
動
」（
一
八
頁
）と
し
、
林

業
遺
産
と
は
、
林
業
活
動
を
通
じ
て
「
地
域
の
歴
史
の
中
で
何
ら
か
の
意
味
を
有
す
る

有
形
物
ま
た
は
無
形
物
」（
一
八
頁
）と
定
義
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
林
業
遺
産
を
次
の
よ
う
に
六
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
林
業

跡
地
・
搬
出
関
係
・
建
造
物（
森
林
鉄
道
・
軌
道
、
林
道
、
筏
場
、
木
馬
道
、
炭
焼
き
窯
、
造

林
小
屋
、
事
務
所
、
初
期
の
砂
防
関
連
施
設
な
ど
）、
道
具
類
・
資
料
群（
林
業
用
具
、
古
文
書
、

近
代
資
料
、
施
業
計
画
、
写
真
、
映
像
な
ど
）、
林
業
技
術（
造
林
・
育
林
・
集
材
・
運
材
・
加

工
技
術
、
特
用
林
産
の
生
産
技
術
な
ど
）、
林
業
関
連
の
信
仰
習
俗（
山
の
神
祭
り
、
木
挽
き
唄
、

山
岳
聖
地
の
参
詣
な
ど
）、
林
業
発
祥
地
・
記
念
地（
林
業
の
発
祥
地
、
記
念
植
樹
地
、
入
会

栗
　
原
　
健
　
一

林
野
な
ど
の
旧
係
争
地
な
ど
）、
林
業
景
観（
地
域
の
風
土
を
特
徴
づ
け
る
用
材
・
薪
炭
・
特
用

林
産
物
生
産
林
、
防
災
林
、
里
山
林
な
ど
）で
あ
る
。

な
お
、
林
業
遺
産
の
認
定
は
、
①
日
本
森
林
学
会
の
学
会
員
が
遺
産
候
補
を
推
薦
、

②
林
業
遺
産
選
定
委
員
会
で
審
査
、
③
学
会
理
事
会
が
承
認
、
と
い
う
手
続
き
で
行
わ

れ
て
い
る
。
学
会
員
で
な
い
人
で
も
、
学
会
の
林
業
遺
産
地
区
推
薦
委
員
に
依
頼
す
れ

ば
、
推
薦
の
代
行
を
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
。

本
稿
で
は
、
本
書
の
構
成
を
確
認
の
上
、
内
容
を
紹
介
し
、
最
後
に
筆
者
の
若
干
の

感
想
を
記
し
て
み
た
い
。

一
　
本
書
の
構
成

ま
ず
、
本
書
の
目
次
を
示
し
て
構
成
を
確
認
し
よ
う
。

は
じ
め
に（
柴
崎
茂
光
氏
）

林
業
遺
産
が
語
る
こ
と

林
業
遺
産
っ
て
な
ん
だ
ろ
う（
柴
崎
茂
光
氏
）／
良
材
を
つ
く
る（
深
町
加
津
枝
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氏
）／
木
を
伐
る（
柴
崎
茂
光
氏
）／
木
を
運
ぶ（
奥
山
洋
一
郎
・
柴
崎
茂
光
氏
）

／
森
林
鉄
道（
武
田
泉
氏
）／
森
の
恵
み
─
6
つ
の
「
り
ょ
う
」（
奥
敬
一
氏
）／

森
を
使
っ
て
く
ら
し
を
守
る（
八
巻
一
成
氏
）／
信
仰
の
場
か
ら
観
光
の
場
へ

（
柴
崎
茂
光
氏
）

林
業
遺
産
を
見
に
行
こ
う

【
茨
城
県
つ
く
ば
市
】

筑
波
山
内
に
全
国
植
樹
祭
発
祥
の
地
を
求
め
て（
八
巻
一
成
氏
）

【
埼
玉
県
南
部
・
東
京
都
23
区
西
側
】

一
日
乗
車
券
で
富
士
登
山
！
武
蔵
國
富
士
塚
巡
拝（
柴
崎
茂
光
氏
）

【
京
都
市
北
区
中
川
北
山
町
ほ
か
】

京
都
市
内
か
ら
文
化
人
が
愛
し
た
美
し
い
杉
林
の
里
へ（
深
町
加
津
枝
氏
）

【
北
海
道
札
幌
市
ほ
か
】

札
幌
周
辺
の
隠
れ
た
林
業
遺
産
探
訪
ウ
ォ
ー
ク（
八
巻
一
成
氏
）

【
福
岡
県
八
女
市
矢
部
村
】

福
岡
市
内
か
ら
日
帰
り
で
訪
ね
る
杣
の
里（
奥
山
洋
一
郎
氏
）

【
山
形
県
酒
田
市
・
鶴
岡
市
周
辺
】

庄
内
地
方
に
林
業
遺
産
候
補
を
訪
ね
る（
林
雅
秀
氏
）

【
栃
木
県
日
光
市
】

山
の
災
害
と
と
も
に
く
ら
し
た
日
光
・
足
尾（
柴
崎
茂
光
氏
）

【
滋
賀
県
東
近
江
市
】

日
本
の
木
工
文
化
を
支
え
た
木
地
師
の
里
へ（
深
町
加
津
枝
氏
）

【
兵
庫
県
川
西
市
・
大
阪
府
能
勢
町
】

菊
炭
生
産
の
里
山
が
は
ぐ
く
む
生
物
多
様
性（
深
町
加
津
枝
氏
）

【
高
知
県
安
芸
郡（
魚
梁
瀬
地
区
）】

重
要
文
化
財
の
鉄
道
遺
構
が
点
在
！
天
空
の
郷
へ（
奥
山
洋
一
郎
氏
）

【
北
海
道
旭
川
市
～
稚
内
市
】

最
北
端
へ
の
鉄
路
宗
谷
本
線 

鈍
行
乗
り
つ
ぶ
し（
武
田
泉
氏
）

【
長
野
県
大
桑
村
、
上
松
町
、
王
滝
村
、
木
曽
町
】

旧
中
山
道
の
宿
場
に
見
る
近
代
林
政
の
足
跡（
奥
敬
一
氏
）

【
長
野
県
飯
田
市
】

南
ア
ル
プ
ス
の
麓
で
味
わ
う
山
村
文
化（
竹
本
太
郎
氏
）

【
鳥
取
県
三
朝
町
、
智
頭
町
、
鳥
取
市
】

信
仰
、
木
材
生
産
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
。
森
の
恵
み
を
体
験（
柴
崎
茂
光
氏
）

【
北
海
道 

大
雪
山
周
辺
と
道
東
地
域
】

天
然
林
と
人
工
林
の
風
景
を
楽
し
む
ド
ラ
イ
ブ
三
昧（
八
巻
一
成
氏
）

【
鹿
児
島
県
屋
久
島
町
】

森
に
還
っ
て
い
く
軌
道
の
跡
に
歴
史
の
流
れ
を
見
る（
柴
崎
茂
光
氏
）

【
青
森
県
北
部
～
秋
田
県
中
部
】

秋
田
～
青
森　

東
北
林
鉄
弾
丸
ツ
ア
ー
考（
柴
崎
茂
光
・
武
田
泉
氏
）

コ
ラ
ム

日
本
森
林
学
会
選
定
林
業
遺
産
一
覧

ま
だ
ま
だ
あ
る
ぞ
！
全
国
の
林
業
遺
産

主
な
参
考
文
献
／
執
筆
者
紹
介

本
書
は
、「
林
業
遺
産
が
語
る
こ
と
」
と
「
林
業
遺
産
を
見
に
行
こ
う
」
の
二
部
構

成
で
あ
る
。
各
内
容
の
間
に
関
連
し
た
コ
ラ
ム
一
七
本
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。



柴
崎
茂
光
編
著
『
林
業
遺
産
へ
行
こ
う　

自
然
の
力
を
活
か
す
、
昔
の
知
恵
を
再
発
見
』

一
八
九

二
　
内
容
の
整
理

次
に
、
本
書
の
内
容
を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
「
林
業
遺
産
が
語
る
こ
と
」
で
は
、
テ
ー
マ
解
説
編
と
し
て
林
業
を
め
ぐ
る
成

木
、
伐
木
、
運
材
と
い
う
木
材
生
産
か
ら
森
の
諸
機
能
、
信
仰
・
観
光
と
い
う
テ
ー
マ

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
林
業
遺
産
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
で
は
、
プ
チ
日
本
林
業
史
と
し
て
、
江
戸
時
代
以

前
を
「
採
取
か
ら
育
成
へ
」、
明
治
時
代
～
第
二
次
大
戦
を
「
儲
か
る
産
業
」、
敗
戦
～

現
代
を
「
価
格
高
騰
が
招
い
た
衰
退
」
と
時
代
区
分
し
な
が
ら
ま
と
め
て
い
る
。
そ
し

て
、
あ
ら
た
め
て
本
書
で
は
林
業
を
幅
広
く
と
ら
え
る
と
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
い
っ
た
新
し
い
産
業
も
林
業
の
一
部
と
考

え
る
と
し
て
い
る
。

「
良
材
を
つ
く
る
」
で
は
、
木
材
を
使
う
場
合
、「
適
材
適
所
」
で
良
材
を
用
い
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
合
っ
た
需
要
に
合
わ
せ
て
各
地
で
木
材
生
産
の
技
術
が
磨

か
れ
て
き
た
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
良
材
の
産
地
か
ら
京
都
府
の
「
北
山
林
業
」
と
奈

良
県
の
「
吉
野
林
業
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
北
山
林
業
で
は
台
杉
仕
立
と
い
う
生
産
技

術
、
吉
野
林
業
で
は
「
山
守
制
度
」
と
い
う
独
自
の
経
営
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
取

り
上
げ
る
。

「
木
を
伐
る
」
で
は
、
木
を
木
材
や
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
場
合
、
最
初
に
行
う
作

業
は
伐
採
で
あ
る
と
し
、
木
を
倒
し
、
運
び
出
し
や
す
い
よ
う
に
、
枝
を
払
い
、
樹
皮

を
は
ぎ
、適
切
な
長
さ
・
形
に
加
工
す
る（
造
材
作
業
）。
そ
の
伐
採
技
術
の
歴
史
と
し
て
、

古
代
～
中
世
、
中
世
期
終
わ
り
～
江
戸
時
代
、
近
代
〜
現
代
と
い
う
時
代
区
分
の
も
と

に
ま
と
め
る
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
後
期
の
木
曽
や
飛
騨
地
方
で
行
わ
れ
て
い
た
伐

木
・
運
材
技
術
を
明
治
期
に
絵
巻
に
し
た
「
木
曽
式
伐
木
運
材
図
会
」
を
取
り
上
げ
、

山
の
神
へ
の
祈
り
を
紹
介
す
る
。

「
木
を
運
ぶ
」
で
は
、
切
り
出
し
た
木
材
を
利
用
す
る
に
は
、
森
林
内
か
ら
運
び
出

す
必
要
が
あ
る
と
す
る
。
川
を
利
用
し
た
木
材
流
送
、
木
材
を
乗
せ
て
運
ぶ
木
橇（
木

馬
）と
専
用
の
運
搬
路
の
木
馬
道
の
セ
ッ
ト
で
木
材
を
運
ぶ
木
馬
、
森
林
内
の
伐
採
地

か
ら
集
積
地
ま
で
丸
太
を
樋
の
よ
う
な
形
に
組
ん
だ
す
べ
り
台
を
設
置
し
て
木
材
を
す

べ
り
落
と
す
修
羅
、
雪
の
積
も
っ
た
季
節
に
利
用
す
る
橇
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

「
森
林
鉄
道
」
で
は
、
木
材
運
搬
用
の
林
業
用
産
業
鉄
道
を
取
り
上
げ
る
。
近
世
以

前
の
木
材
搬
出
方
法
に
は
、
木
材
の
損
傷
、
天
候
や
川
の
水
量
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

近
代
に
な
る
と
電
源
開
発
用
の
ダ
ム
建
設
な
ど
が
行
わ
れ
た
た
め
、
明
治
時
代
以
降
に

森
林
鉄
道
が
導
入
さ
れ
た
。
国
内
初
の
森
林
鉄
道
は
一
九
〇
一
年（
明
治
三
四
）の
阿
寺

軽
便
鉄
道（
長
野
県
）な
ど
と
さ
れ
て
い
る
が
、
木
材
輸
送
目
的
で
動
力
車
が
牽
引
す
る

本
格
的
な
も
の
は
、
一
九
〇
八
年（
明
治
四
一
）の
津
軽
森
林
鉄
道
と
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
長
野
県
木
曽
や
高
知
県
魚
梁
瀬
な
ど
、
全
国
各
地
の
林
業
地
帯
で
さ
ま
ざ
ま
な
森

林
鉄
道
が
建
設
さ
れ
た
が
、
森
林
資
源
の
枯
渇
や
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
機
動
性
向
上
な
ど

に
よ
り
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
急
速
に
廃
止
さ
れ
て
い
き
、
一
九
七
五
年（
昭
和
五
〇
）

に
木
曽
小
川
森
林
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
、
森
林
鉄
道
は
終
焉
し
た
。
森
林
鉄
道
の
栄
枯
盛

衰
が
ま
と
め
ら
れ
る
。

「
森
の
恵
み
─
六
つ
の
「
り
ょ
う
」」
で
は
、
物
質
的
に
消
費
で
き
る
「
恵
み
」
と
し

て
、「
燃
料
」「
材
料
」「
食
料
」「
肥
料
」「
飼
料
」「
狩
猟
」
の
六
つ
に
整
理
す
る
。
燃

料
で
は
薪
・
柴
・
木
炭
な
ど
、
材
料
で
は
、
建
築
材
と
し
て
の
利
用
、
日
常
の
道
具
と

し
て
の
利
用
、
繊
維
や
樹
皮
の
活
用
、
漆
・
染
料
・
樟
脳
と
い
う
化
学
成
分
の
活
用
を

取
り
上
げ
る
。
ま
た
食
料
で
は
、
木
の
実
や
山
菜
の
採
集
、
焼
き
畑
な
ど
森
林
内
の
空

間
で
作
物
栽
培
、
採
集
・
半
栽
培
・
栽
培
、
生
薬
を
紹
介
す
る
。
肥
料
・
飼
料
で
は
刈
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敷
・
草
木
灰
、
秣
な
ど
を
挙
げ
、
狩
猟
で
は
東
北
地
方
山
間
部
の
豪
雪
地
帯
で
狩
猟
を

行
う
集
団
の
マ
タ
ギ
、
獣
害
駆
除
な
ど
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

「
森
を
使
っ
て
く
ら
し
を
守
る
」
で
は
、
森
林
の
樹
木
が
人
々
の
生
活
に
役
立
っ
て

い
る
と
し
、
森
林
の
公
益
的
機
能
を
、
土
砂
災
害
防
止
・
土
壌
保
全
機
能
、
水
源
涵
養

機
能
、
地
球
環
境
保
全
機
能
、
快
適
環
境
形
成
機
能
、
生
物
多
様
性
保
全
機
能
、
保
健
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
、
文
化
機
能
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
に
ま
と
め
る
。

「
信
仰
の
場
か
ら
観
光
の
場
へ
」
で
は
、
山
は
大
き
な
恵
み
と
同
時
に
災
い
を
も
た

ら
す
人
智
を
超
え
た
存
在
と
し
て
、
ま
た
祖
先
が
見
守
る
場
と
し
て
、
人
々
が
畏
れ
崇

め
る
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
と
す
る
。
歴
史
的
な
霊
場
、
修
験
道
、
江
戸
時
代
以

降
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
と
講
を
紹
介
す
る
。
明
治
の
開
国
以
降
、
登
山
文
化
が
持
ち
込
ま

れ
、
一
九
三
一
年（
昭
和
六
）に
国
立
公
園
制
度
が
誕
生
す
る
と
観
光
化
が
進
む
一
方
で
、

近
年
で
も
生
活
に
根
ざ
し
た
山
の
信
仰
が
残
っ
て
い
る
と
ま
と
め
る
。

続
い
て
「
林
業
遺
産
を
見
に
行
こ
う
」
で
は
、
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
編
と
し
て
林
業
遺
産

を
巡
る
一
七
の
探
索
コ
ー
ス
が
研
究
者
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
い
コ
ー
ス
に
つ

い
て
は
、
紙
面
の
都
合
上
紹
介
し
き
れ
な
い
が
、
各
コ
ー
ス
の
探
索
ス
ポ
ッ
ト
を
い
く

つ
か
列
記
し
て
み
よ
う
。

茨
城
県
つ
く
ば
市
の
「
全
国
緑
化
事
業
発
祥
之
地
」
記
念
碑
、
埼
玉
県
和
光
市
の
熊

野
神
社
「
白
子
富
士
」・
東
京
都
豊
島
区
の
富
士
浅
間
神
社
「
長
崎
富
士
塚
」
な
ど
の

富
士
塚
、
京
都
市
北
山
町
の
北
山
大
台
杉
、
北
海
道
札
幌
市
の
円
山
公
園
・
江
別
市
の

野
幌
森
林
公
園
、
福
岡
県
八
女
市
矢
部
村
の
杣
の
ふ
る
さ
と
文
化
館
、
山
形
県
酒
田
市

の
庄
内
海
岸
林
・
鶴
岡
市
の
羽
黒
山
、
栃
木
県
日
光
市
の
砂
防
堰
堤
群
・
足
尾
市
の
本

山
製
錬
所
跡
、
滋
賀
県
東
近
江
市
の
筒
井
神
社
・
木
地
師
資
料
館
、
兵
庫
県
川
西
市
の

今
西
農
園
、
大
阪
府
能
勢
町
の
能
勢
さ
と
や
ま
創
造
館
、
高
知
県
安
芸
郡
の
魚
梁
瀬
森

林
鉄
道
遺
構
、
北
海
道
旭
川
市
～
稚
内
市
の
鉄
道
林
、
長
野
県
大
桑
村
の
阿
寺
渓
谷
・

上
松
町
の
赤
沢
自
然
休
養
林
・
王
滝
村
の
森
林
鉄
道
遺
構
・
木
曽
町
の
木
曽
山
林
資
料

館
、
長
野
県
飯
田
市
の
遠
山
森
林
鉄
道
遺
構
、
鳥
取
県
三
朝
町
の
三
朝
温
泉
・
智
頭
町

の
沖
ノ
山
林
鉄
軌
道
跡
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
、
北
海
道
大
雪
山
周
辺
の
東
京
大
学

北
海
道
演
習
林
・
遠
軽
町
の
丸
瀬
布
森
林
公
園
い
こ
い
の
森
、
鹿
児
島
県
屋
久
島
町
の

屋
久
杉
と
安
房
森
林
鉄
道
、
青
森
県
の
津
軽
森
林
鉄
道
遺
構
、
秋
田
県
の
仁
別
森
林
鉄

道
遺
構
と
い
う
ス
ポ
ッ
ト
を
挙
げ
て
み
た
が
、
こ
れ
は
一
部
に
留
ま
る
も
の
で
あ
る
の

で
、
詳
し
く
は
本
書
を
紐
解
い
て
ほ
し
い
。

「
林
業
遺
産
を
見
に
行
こ
う
」
で
は
、
各
記
事
に
お
い
て
認
定
さ
れ
て
い
る
林
業
遺

産
が
メ
モ
さ
れ
、
詳
し
い
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
林
業
遺
産
へ

行
く
に
あ
た
り
大
変
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
各
ス
ポ
ッ
ト
の
カ
ラ
ー
写
真
も
掲
載
さ

れ
、
旅
気
分
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
る
。
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
付

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
詳
し
い
情
報
を
さ
ら
に
追
う
こ
と
も
で
き
て
大
変
有
り
難

い
。そ

れ
か
ら
、
コ
ラ
ム
は
、「
時
を
刻
む
木
」（
上
野
祥
史
氏
）、「
京
都
北
山
杉
の
里
総

合
セ
ン
タ
ー
」（
深
町
加
津
枝
氏
）、「
た
た
ら
製
鉄
と
林
業
」（
柴
崎
茂
光
氏
）、「
戦
争
と

森
林
─
森
林
道
場
」（
柴
崎
茂
光
氏
）、「
森
林
鉄
道
の
基
礎
知
識
」（
武
田
泉
氏
）、「
イ
ン

ク
ラ
イ
ン
」（
柴
崎
茂
光
氏
）、「
植
林
の
歴
史
を
語
る
「
植
林
碑
」」（
竹
本
太
郎
氏
）、「
保

安
林
制
度
」（
八
巻
一
成
氏
）、「
林
学
の
歴
史
を
た
ど
る
」（
平
野
悠
一
郎
氏
）、「
門
前
町

の
逆
転
層
」（
八
巻
一
成
氏
）、「
山
開
き
」（
柴
崎
茂
光
氏
）、「
冬
の
寄
り
道
─
Ｊ
Ｒ
目
黒

駅
周
辺
の
富
士
見
坂
」（
柴
崎
茂
光
氏
）、「
植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
記
」（
柴
崎
茂
光

氏
）、「
鉱
毒
問
題
と
渡
良
瀬
遊
水
地
」（
柴
崎
茂
光
氏
）、「
霜
月
祭
」（
竹
本
太
郎
氏
）、

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
で
隆
盛
を
極
め
た
林
業
の
町
」（
八
巻
一
成
氏
）、「
林
業
に
関
す
る

文
書
」（
柴
崎
茂
光
氏
）と
い
う
一
七
本
が
各
所
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。



柴
崎
茂
光
編
著
『
林
業
遺
産
へ
行
こ
う　

自
然
の
力
を
活
か
す
、
昔
の
知
恵
を
再
発
見
』

一
九
一

三
　
若
干
の
感
想

林
業
遺
産
に
つ
い
て
は
、
本
書
を
読
ん
で
は
じ
め
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

近
年
は
、
世
界
遺
産
・
日
本
遺
産
を
は
じ
め
、
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
、
土
木
遺
産

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺
産
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
の
連
携
や
棲
み
分
け
な
ど

の
点
が
気
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
日
本
で
は
文
化
財
保
護
法
に
も
と
づ
く
文
化
財
指
定

と
そ
の
保
護
行
政
が
行
わ
れ
、
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
を
進
め
て
い
る
自
治
体
も

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
と
の
連
携
や
棲
み
分
け
も
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
要
は
現
在
遺
さ
れ
て
い
る
遺
産
と
さ
れ
る
も
の
を
と
に
か
く
後
世
に
遺
し
て

い
く
こ
と
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
遺
産
や
文
化
財
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
認
定
・
指
定

を
し
て
い
く
こ
と
で
、
遺
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
遺
産
を

め
ぐ
る
研
究
活
動
と
普
及
活
動
が
不
可
欠
で
あ
り
、
本
書
は
林
業
遺
産
に
お
け
る
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

ま
た
本
書
を
読
ん
で
、
他
産
業
以
上
に
林
業
に
お
い
て
歴
史
と
い
う
要
素
が
き
わ
め

て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
。
そ
の
意
味
で
も
林
業
遺
産
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。

本
書
は
、
林
業
遺
産
を
知
る
上
で
必
読
書
で
あ
る
。
ど
こ
か
ら
で
も
読
み
や
す
い
構

成
と
な
っ
て
お
り
、
コ
ラ
ム
も
充
実
し
て
い
る
。
林
業
史
に
関
係
す
る
研
究
者
に
と
っ

て
も
、
全
国
各
地
に
多
く
の
林
業
遺
産
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
学
ぶ
き
っ
か
け

を
与
え
て
く
れ
る
本
で
あ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
々
が
本
書
を
手
に
取
り
、
林

業
遺
産
が
さ
ら
に
知
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
読
了
後
に
は
本
書
を
持
っ

て
、
各
地
の
林
業
遺
産
を
巡
っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
文
一
総
合
出
版
、
二
〇
二
五
年
五
月
刊
、
Ａ
五
版
、
二
四
八
頁
、
三
，
三
〇
〇
円
＋
税
）




